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毎　月　10　日・25　日

福　岡　県　遠　賀　郡

水　巻　町　発　行

（60年5月禾現在）

人　口　　29，806人（－25人）
男　　　　14，518人（－14人）
女　　　　15，288人（－11人）

世帯数　　　　9，605世帯（一10世帯）
（5月の異動）

転入146人　　転出180人
出生　　26人　　死亡　17人

（）内は前月比

☆今　月　の　税　金☆

町　県　民　税（第1期分）

国民健康保険税（第1期分）

納期は　7　月1日　ま　で．／
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畷腫Ｉ註狂わす

匪恕11回の好奇心
覚せい剤には手を出すな

甘
い
誘
い
が

あ
な
た
を
狙
っ
て
い
る

覚
せ
い
剤
を
有
力
な
資
金
癖
に
し
て
い
る

暴
力
団
は
、
巧
妙
な
手
口
で
一
般
市
民
に
近

づ
き
．
覚
せ
い
剤
中
寿
者
■
を
つ
く
り
出
そ

う
と
し
て
い
ま
す
。

覚
せ
い
剤
へ
の
誘
い
文
句
は
人
々
に
警
戒

心
を
起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
に
「
疲
労
回
復
に

効
く
」
「
強
精
剤
」
「
痛
み
止
め
」
「
や
せ

薬
」
な
ど
と
い
っ
た
．
か
く
れ
み
の
◆
を
着

て
い
ま
す
。
時
に
は
、
た
だ
で
一
、
二
回
覚

せ
い
剤
を
打
っ
て
中
毒
者
に
し
て
し
ま
う
、

と
い
う
手
荒
い
手
段
を
用
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。覚

せ
い
剤
を
す
す
め
る
人
間
も
、
暴
力
団

が
直
接
、
前
面
に
出
て
く
る
こ
と
は
ま
ず
あ

り
ま
せ
ん
。
複
雑
な
ル
ー
ト
を
使
い
職
場
仲

間
や
遊
び
友
達
、
田
地
の
奥
さ
ん
同
士
、
セ

ー
ル
ス
マ
ン
な
ど
、
こ
く
身
近
な
人
か
ら
、

さ
り
げ
な
く
勧
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。普

通
の
生
活
を
し
て
い
る
人
に
は
関
係
な

い
と
思
わ
れ
が
ち
な
覚
せ
い
剤
で
す
が
、
あ

な
た
の
心
の
ス
幸
を
狙
い
、
手
ぐ
す
ね
を
引

い
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
く
れ
ぐ
れ

も
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

酬醐

〝
架
せ
い
剤
犯
罪
″
が
年
々
増

え
て
い
ま
す
。
昨
年
は
三
万
七
千

二
百
六
十
件
発
生
し
、
二
万
四
千

二
十
二
人
が
検
挙
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
五
年
か
ら
の
第
二
次
覚

せ
い
剤
乱
用
時
代
始
ま
っ
て
以
来

の
記
録
で
す
。

し
か
し
、
年
間
の
検
挙
人
員
は

氷
山
の
一
角
に
過
ぎ
ず
、
現
在
少

な
く
と
も
数
十
万
人
の
潜
在
乱
用

者
が
い
る
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
っ
た
一
回
の
好
奇
心
が
人
の

一
生
を
狂
わ
す
と
い
わ
れ
る
〝
白

い
粉
″
1
1
せ
っ
た
い
に
手
を
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

にたなあてつ使を手なろヽしろヽし
ヽは人売密

ています。

国
保
に
加
入
す
る
人

会
社
や
官
庁
な
ど
職
域
の
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
以
外
は
、
す
べ
て
国
保
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
取
り

扱
い
に
多
少
の
違
い
が
あ
る
た
め
、
加
入
者

を
被
保
険
者
と
退
職
被
保
険
者
の
二
つ
に
分

け
て
い
ま
す
。

①
被
保
険
者

農
業
、
商
業
そ
の
他
自
営
業
者
な
ど
で
退

職
被
保
険
者
以
外
の
加
入
者
を
被
保
険
者
と

い
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
世
帯
主
を
は
じ
め

家
族
一
人
一
人
が
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

㊥
退
職
被
保
険
者

会
社
や
官
庁
な
ど
を
退
職
し
て
、
老
齢
年

金
等
を
受
け
て
い
る
人
を
退
職
被
保
険
者
と

い
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
家
族
は
退
職
被
保

険
者
の
被
扶
養
者
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

・
被
扶
養
者
，

1
Ｈ
退
職
被
保
険
者
の
被
扶

養
者
に
な
る
た
め
に
は
、
所
定
の
認
定
基

準
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
該
当
し
な
い
場

合
は
、
①
の
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

国
保
の
手
続
き
・
届
け
出

（∋転入した日（職場の健康保険などに加入し
′．、　ていない場合）

（勤職場の健康保険などをやめた日のよく日
（互）出生した日
（∂生活保護を受けなくなった日

（∋他市区町村へ転出した日のよく日、または
その日

⑧職場の健康保険などへはいった日のよく日
⑨死亡した日のよく日
（り生活保苫婆を受けはじめた日

国保に加入しなければならないのに、届け
出がおくれると保険税をさかのぼって払わな
ければならなくなっ宍＝り、保険言正がないため
その間の医療費は全額自己負担となります0

国保の資格がなくなったのに届け出がおく
れ′ると、保険言正が手もとにあるため、うっか
りそれを使って診療を受ける人があります。
このようなときは、国保で負担し六二医ヨ寮費、
（かかった費用の7割分）は・、あとで返して
いただくことになります。
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正
し
い
認
識
と
理
解
が
必
要

同
和
聞
題
　
－
　
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
で

す
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
人
が
こ
の

表
面
を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
、
内
面
的
な
こ

と
は
理
解
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
深
入

り
し
た
が
り
ま
せ
ん
。
い
っ
た
い
な
ぜ
で
し

ょ
う
か
。

別
が
、
今
で
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
身
分
制
度
が
、

今
も
部
落
差
別
と
し
て
生
き
続
け
て
い
ま

す
。
部
落
出
身
と
い
う
だ
け
で
差
別
し
、
そ

の
人
の
人
権
を
侵
害
し
て
し
ま
う
－
こ
う

し
た
考
え
は
誤
り
で
す
。

七
月
は
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
。
根
強

い
差
別
を
排
除
す
る
た
め
に
は
、
一
人
一
人

の
正
し
い
認
識
と
理
解
が
必
要
で
す
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
、
み
ん
な
で
同
和
間
題
に
つ
い

て
考
え
、
住
み
よ
い
町
、
平
和
な
世
の
中
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

駅
で
啓
発
チ
ラ
シ
を
配
布

早
急
に
差
別
を
な
く
さ
な
け
れ
ば
…
…
と

関
係
機
関
は
そ
の
対
策
を
考
え
努
力
し
て
い

ま
す
が
、
人
の
意
識
を
変
え
る
の
は
な
か
な

か
困
難
な
こ
と
で
す
。
長
い
歳
月
が
必
要
と

な
る
で
し
ょ
う
が
地
道
に
活
動
を
続
け
な
け

れ
ば
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
差
別
は
な
く
な

ら
な
い
で
し
ょ
う
。

来
月
は
強
調
月
間
と
い
う
こ
と
で
七
月
一

日
午
前
七
時
か
ら
水
巻
駅
で
同
和
啓
発
の
チ

ラ
シ
を
配
布
い
た
し
ま
す
。
通
勤
通
学
中
で

大
変
こ
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
目
を
通

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

同
和
問
題
講
演
会

に
参
加
を
－
‥
・

縫
日
時
　
7
月
1
0
日
（
水
）

年
後
2
時
3
0
分

場
所
　
水
巻
町
民
会
館

演
題
　
「
同
和
問
題
と
今
日

的
課
題
」

福
岡
県
同
和
教
育
研

究
協
議
会

会
長
　
杯
　
力
氏

樅
日
時
　
7
月
1
1
月
（
木
）

あ
の
有
名
な
長
野
県
の
善
光
寺
が

昭
和
五
十
四
年
火
災
に
あ
い
ま
し

た
。
そ
の
原
因
は
「
伝
導
加
熱
」
と

い
う
現
象
で
、
ト
タ
ン
で
覆
わ
れ
た

ガ
ス
コ
ン
ロ
の
近
く
の
壁
の
内
側
の

木
材
が
燃
え
出
し
た
こ
と
に
よ
り
ま

す
。
い
く
ら
ブ
リ
キ
や
ス
テ
ン
レ
ス

な
ど
で
不
燃
対
策
を
し
て
い
て
も
、

至
近
距
離
で
常
時
火
を
使
用
し
て
い

る
と
内
部
の
木
材
に
熱
が
伝
わ
り
続

け
、
そ
の
う
ち
に
自
然
に
炭
化
し
、

午
後
1
時
3
0
分

場
所
直
方
市
民
会
館

演
題
　
「
差
別
と
向
き
合
う
こ
と
は
人

間
的
に
よ
り
豊
か
に
な
る
こ
と
」

教
育
大
学
教
授
川
向
秀
武
氏

☆
啓
発
教
育
映
画
（
Ｒ
Ｋ
Ｂ
）

0
7
月
ュ
3
日
　
午
前
ュ
0
時
3
0
分
「
白
鳥
」

0
7
月
2
7
日
　
午
前
1
1
時
2
4
分

「
春
を
呼
ぶ
う
ず
し
お
」

0
8
月
3
1
日
　
午
前
1
1
時
2
4
分
「
月
間

五
年
間
の
成
果
及
び
今
後
の
展
望
」

つ
い
に
は
燃
え
る
と
い
う
こ
と
が
こ
の
善
光

寺
の
火
災
で
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
あ
な
た
の
家
で
も
言
え
ま

す
。
距
離
は
十
分
離
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
他
、
次
の
場
合
で
も
－
。

○
虫
か
ご
の
観
察
用
レ
ン
ズ
が
大
腸
光
線
を

集
め
て
火
事
に
な
っ
た
。

○
革
の
ガ
ラ
ス
に
さ
け
て
い
た
マ
ス
コ
ッ
ト

の
ア
ク
リ
ル
製
吸
盤
が
光
を
集
め
て
内
部
が

焼
け
た
。

○
金
魚
鉢
の
水
が
集
光
レ
ン
ズ
と
な
り
火
事

と
な
っ
た
。

信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
こ
と
が
原
因
で
火

事
が
お
こ
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
で
も
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
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軟
式テ

ニ
ス

さ　わやかな

汗を流した一日

町民体育大会に440名が参加

晴
れ
わ
た
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
日
和
の
六
月
二

日
、
町
内
か
ら
四
百
四
十
名
の
選
手
が
集
ま

り
、
町
民
体
育
素
技
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た

今
年
は
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
、
軟
式
テ
ニ
ス
、
剣
道
の
五
種

目
が
町
内
五
会
場
に
分
か
れ
て
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。
全
執
合
会
場
で
は
、
家
族
や

地
区
の
万
の
声
援
を
受
け
て
力
一
杯
の
プ
レ

ー
。
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
た
一
日
で
し
た

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
男
子
】

優
　
勝
　
吉
村

山
本

準
優
勝
　
栗
川

川
崎

【
中
学
男
子
】

慎．聖　　義
一　近　修　夫

（
美
吉
野
）

（
吉
田
三
）

（
高
尾
団
地
）

（
頃
宋
）

優
勝
　
新
町
・
永
野
　
組
（
南
中
）

準
優
勝
　
江
崎
・
森
　
組
（
南
中
）

【
中
学
女
子
】

優
勝
　
谷
・
村
上
　
組
（
南
中
）

準
優
勝
実
久
・
杉
野
　
組
（
南
中
）

女
手バ

し
－

爵・雄－

【
一
般
男
子
Ａ
級
】

優
　
勝
　
時
枝
　
秀
年

本
田
一
秋

バ
ド
ミ

ン
ト
ン

懸命に羽根を追う。チビッ子も
参加してのバドミントン

準
優
勝
西
尾
　
敬
三

伊
藤
　
和
英

【
一
般
男
子
Ｂ
級
】

優
　
勝
　
森
川
　
孝
善

清
家
　
秀
敏

準
優
勝
　
荒
巻
　
和
徳

堀
之
内
潤
一

【
一
般
女
子
Ａ
級
】

優
　
勝
　
江
口
　
和
子

（
山
ノ
ロ
団
地
）

（
お
か
の
台
）

（
頃
末
）

（
頃
宋
）

（
お
か
の
台
）

（
梅
ノ
木
団
地
）

南
中
学
校
と
吉
田
小
学
校
の
体
育
館
に
十

五
チ
ー
ム
二
一
百
五
名
が
参
加
。
ト
～
ス
、

ス
パ
イ
ク
と
元
気
な
声
が
会
場
に
こ
だ
ま
し

熱
の
入
っ
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た

優
　
勝
　
高
松
団
地

準
優
勝
　
頃
末
ク
ラ
ブ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

1
9
チ
ー
ム
が
熱
戦

六
月
五
日
、
町
内
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
同
好

会
÷
九
チ
ー
ム
が
集
ま
の
∴
六
十
年
度
前

期
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

吉
田
三
Ｂ

お
か
の
台

猪
熊
町
住

み
ず
ほ
Ａ

猪
熊
　
Ｂ

上
　
　
二

吉田三Ｂ

吉
田
三
Ｂ

上
　
　
二

清
家

準
優
勝
　
鶴
田

菅

孝晶　千
子手　代

【
一
般
女
子
Ｂ
級
】

優
　
勝
　
永
岡
富
美
子

小
倉
友
子

準
優
勝
　
石
本
　
啓
子

宮
原
　
妙
子

垂奮喜重　要真筆裏
地　　地　　団ゴ也　　地
）　　、Ｊ　　　地　）　　　））

優

勝

お
か
の

岩　坪　　 坂　井

古賀山　 嶋　内　　 組

ムロ 坂　井

準 猪 山　浦　 柴　田巳

優 熊 江　藤団　代　財　 組
勝 Ｂ 江　藤ス　母　里

撃 ＝ヒＥコ
田

副　田　 宮　本

白　岩　 土　　　　 組
痘

Ｂ
口　田

鳥　越
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【
中
学
男
子
の
部
】

優
勝
古
川
　
宏

準
優
勝
　
工
藤
誉
之

【
中
学
京
子
の
部
】

優
勝
木
谷
　
圭
子

準
優
勝
　
服
部
　
克
子

【
一
般
女
子
の
部
】

優
勝
入
　
洋
子

一

優
　
勝
　
兼
元
　
結
治
　
（
青
田
）

準
優
勝
　
野
坂
　
広
　
（
机
）

剣
　
道
　
【
四
段
以
上
・
4
。
歳
以
上
】

優
勝
徳
川
　
勝
行
　
（
吉
田
）

準
優
勝
　
下
田
　
寅
碓
　
（
猪
熊
）

へ

優
勝
　
鈴
木
照
子
　
（
立
屋
敷
）

卓
　
球
　
　
準
優
勝
安
部
紗
千
代
　
（
頃
末
）

【
中
学
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

（
梅
ノ
木
田
地
）

（
頃
宋
）

【
四
段
以
上
・
4
0
歳
未
満
】

優
勝
　
田
中
照
人
　
（
吉
田
）

準
優
勝
辰
己
　
徹
彦
　
（
高
松
団
地
）

【
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

優
勝
三
浦
理
図
務
　
（
鯉
口
分
譲
）

準
優
勝
後
藤
　
勇
　
（
お
か
の
台
）

【
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

（
古
賀
）

（
吉
田
二
）

（
古
賀
）

準
優
勝
　
池
永
キ
ク
主

【
三
段
以
下
・
4
0
歳
以
上
】

優
　
勝
　
武
谷
　
撃
二

（
頃
宋
）

（
頃
宋
）

準
優
勝
　
後
藤
吾
人

【
三
段
以
下
・
4
0
歳
未
満
】 （

み
ず
ほ
団
地
）

優
　
勝
　
増
田
　
淳
二
　
（
高
松
田
地
）

準
優
勝
　
太
田
　
尚
典
　
（
古
貿
）

【
中
学
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

優
勝
浜
川
ま
り
子
　
（
美
吉
野
）

準
優
勝
　
鈴
木
祐
美
子
　
（
立
屋
敷
）

【
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】

優
勝
　
芳
賀
　
健
児
　
（
頃
末
）

三
浦
理
図
務
　
（
鯉
口
分
譲
）

準
優
勝
丸
井
義
夫
　
（
猪
熊
）

堀
本
　
実
　
（
古
賀
）

【
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】

優
　
勝
　
安
部
紗
千
代
　
（
頃
宋
）

小
高
ま
ゆ
み
　
（
伊
左
座
）

準
優
勝
　
船
津
　
勝
子
　
（
二
）

入
江
　
里
美
　
（
立
屋
敷
）

ナ
イ
タ
ー
施
設
の

抽
選
会
を
行
い
ま
す

▽
日
時
　
7
月
8
日
（
月
）
　
午
後
2
時

▽
場
所
　
水
巻
町
民
館

旧
教
育
委
員
会
事
務
局

▽
注
意
事
項

①
ナ
イ
タ
ー
施
設
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
だ
け

し
か
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

⑧
使
用
時
闇
は
ュ
9
時
か
ら
2
1
時
ま
で
。

郡
民
水
泳
大
会
迫
る

第
二
十
六
回
遠
賀
郡
民
水
泳
大
会
が
七
月

二
十
一
日
に
芦
屋
町
で
開
か
れ
ま
す
。

出
場
こ
希
望
の
万
は
、
七
月
十
日
ま
で
に

水
巻
町
教
育
委
員
会
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

わしらも勉強せにや～
高齢者教養講座を開催

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
1
の

教
養
講
座
が
六
月
十
一
日
・
十
二
日
の
二
日

間
、
机
山
荘
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
家
庭
に
引
き
込
も
り
が
ち

な
お
年
寄
り
に
豊
富
な
人
生
経
験
を
頓
極
的

に
地
域
社
会
に
役
立
て
て
も
ら
い
、
生
き
が

い
の
あ
る
充
実
し
た
生
活
を
創
り
出
し
て
も

ら
お
う
と
、
毎
年
開
か
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
タ
人
生
を
楽
し
く
．
を
テ
ー
マ

に
、
健
康
を
保
つ
た
め
「
な
が
い
き
す
る
食

生
活
」
と
題
し
て
、
粕
屋
保
健
所
長
・
園
田

真
人
先
生
の
講
義
を
聞
き
ま
し
た
。

復　活　し　た　町　長　杯

軟式野球大会

か
つ
て
日
炭
高
松
球
場
で
野
球
フ
ァ
ン
を

魅
了
し
た
、
水
巻
町
長
杯
軟
式
野
球
大
会
が

十
数
年
ぶ
り
に
復
括
し
ま
し
た
。

日
炭
閉
山
に
よ
り
中
止
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
ほ
ど
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
と
な
誓

チ
ー
ム
数
も
増
え
た
た
め
、
お
互
い
の
親
睦

を
図
る
た
め
に
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
回
目
の
大
会
は
、
六
月
九
日
・
十
六

日
の
二
日
間
、
十
三
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
吉

田
・
猪
熊
の
而
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
試
合
が
行
わ

れ
、
水
巻
役
場
と
入
江
興
産
が
決
勝
で
対

戦
、
2
対
2
の
同
点
の
末
、
判
定
戦
で
水
巻
役

場
が
第
一
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。



Ｍｍ酬　盾和郎年6月缶日　脚冊冊間酬腑酬醐冊日日日用　広叫ｍＪｍィヨｋき（6）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
／

い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
こ
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

あ
な
た
の
血
液
は
尊
い
命
を
救
い
ま
す
。

日
赤
の
献
血
に
こ
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
7
月
6
日
（
土
）

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

▽
場
所
　
ア
ピ
ロ
ス
水
巻
店
玄
関
（
南
）

▽
主
催
北
九
州
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

水
巻
町
社
会
箱
祉
協
璽
本

▽
献
血
で
き
る
人

○
年
令
＝
満
⊥
6
歳
か
ら
満
6
4
歳
ま
で
の
人

○
体
重
＝
男
性
4
5
毎
、
女
性
4
0
毎
を
起
え

て
い
る
人

○
産
後
六
カ
月
を
経
過
し
た
人

○
母
乳
を
あ
た
え
て
い
る
人
は
二
カ
年

を
経
過
し
た
人

○
前
回
の
献
血
か
ら
一
カ
月
を
経
過
し
て

い
る
人
で
、
日
頃
健
康
な
人

※
今
ま
で
献
血
を
さ
れ
た
人
に
ハ
ガ
幸
で
案

内
し
て
い
ま
し
た
が
、
四
月
か
ら
案
内
を

愛の血液助け

高
齢
化
社
会
、
情
報
社
会
が
進
み
生
涯
学

習
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
婦
人
と
地
域
社
会

の
か
か
わ
り
が
、
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
楽
し
く
更
に

充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
も
多
く
の
万

に
受
講
し
て
頂
き
た
く
企
画
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
こ
希
望
の
万
は
お
申
込
み
下
さ
い
。

▽
開
設
場
所
岡
垣
町
由
央
公
民
館

▽
開
設
期
間
　
8
月
2
1
日
～
1
2
月
ｎ
日

（
学
習
計
画
の
と
お
り
）

▽
募
集
期
間
　
7
月
1
日
～
7
月
2
5
日

▽
受
講
料
無
料
（
た
だ
し
、
社
会
見
学

と
文
集
の
代
金
は
一
部
負
担
）

▽
申
込
み
方
法
申
込
書
（
教
育
委
員
会
に

あ
り
ま
す
）
に
よ
り
、
教
育
委
員
会
に

申
込
み
下
さ
い
。
定
員
（
百
名
）
以
上

の
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
選
考
後

ハ
ガ
幸
で
通
知
を
し
ま
す
。

婦人大学受講生を募集

月　 日
曜

日
時 間 学習課題

8 ・21 水
10 ：00 ～

12 ：00
開　 講　 式

8 ・28 水 10 ：00、
12 ：30

くらしと経済

9 ・11 水
10 ：00～

12 ：00
地域社会 と婦人

9 ・25 水
9 ：00 ～
16 ：00

社会見学

10 ・9 水
10 ：00 ～

12 ：00
同和 問題 を考 える

11 ・13 水
10 ：00 、

12 ：00
高齢化社会 と老後

11 ・27 水
10 ：00一一

12 ：00 これからの生 きがい

12 ・11 水
10 ：00一一

12 ：00
開　 講　 式

田
畑
に
ゴ
ミ
を

捨
て
な
い
で
下
さ
い
／

最
近
、
田
畑
や
農
業
用
水
清
に
ゴ
ミ
や
空

缶
、
空
ビ
ン
な
ど
を
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。

町
内
の
ほ
と
ん
ど
の
農
家
で
は
田
植
え
が

終
わ
り
、
こ
れ
か
ら
田
ん
ぼ
で
は
苗
が
ス
ク

ス
ク
と
育
っ
て
行
き
ま
す
。
ま
た
、
畑
で
は

ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
ビ
が
収
穫
期
を

迎
え
ま
す
ー
ゴ
ミ
や
空
缶
、
空
ビ
ン
を
散

ら
か
さ
ず
、
み
ん
な
で
農
作
物
の
成
育
を
見

守
っ
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

▽
受
験
資
格
　
特
に
制
限
な
し

▽
受
付
期
間
　
6
月
⊥
9
日
～
6
月
2
8
日

▽
試
験
日
　
8
月
2
日
（
金
）

※
受
験
願
書
の
請
求
先
及
び
捷
出
先
、
又
こ

の
試
験
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
遠

賀
保
健
所
（
水
巻
町
吉
田
　
些
5
千

四
二
ハ
一
）
へ
、
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

税
務
職
員
を
募
集

▽
受
験
資
格
　
昭
和
4
0
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
4
3
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

▽
申
込
受
付
期
間

7
月
1
0
日
か
ら
7
月
ュ
7
日
ま
で

▽
申
込
書
捏
出
先

人
事
院
九
州
事
務
局
（
〒
八
一
二
　
福

岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
1
十
一
－
こ

▽
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
国
税
局
（
℡
〇
九
二
－
四
一
Ｔ

〇
〇
三
）
又
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に

お
た
ず
ね
下
さ
い
。

使
用
済
み
乾
電
池

回
収
に
ご
協
力
を
／

最
近
の
乾
電
池
に
は
、
機
能
向
上
の
た
め

「
水
銀
」
が
多
量
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
今

日
ま
で
乾
電
池
に
よ
る
公
害
の
発
生
は
起
こ

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
放
置
す
る
こ
と
は
で
き

（

ま
せ
ん
。
現
在
、
不
燃
こ
み
と
し
て
埋
立
地

で
処
分
し
て
い
ま
す
が
、
「
今
年
の
7
月
上

白
」
よ
り
回
収
い
た
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ん
の
こ
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
回
収
方
法

・
使
用
済
み
乾
電
池
は
、
小
中
学
校
を
通

じ
て
回
収
し
ま
す
。

・
七
月
か
ら
毎
月
一
日
に
回
収
し
ま
す
の

で
（
日
曜
、
祭
日
は
除
く
）
、
登
校
時

生
徒
に
持
た
せ
て
下
さ
い
。

・
小
、
中
学
生
の
い
な
い
家
庭
は
、
手
数

を
か
け
ま
す
が
、
面
倒
で
も
近
所
の
生

徒
に
依
頼
し
て
下
さ
い
。

盆
踊
り
講
習
会

黙り．．げ．‥・ハ・沖

▽
日
時
　
7
月
ュ
0
日
（
水
）

午
後
6
時
3
0
分
か
ら

▽
場
所
　
水
巻
町
「
武
道
館
」

▽
講
師
　
英
流
家
元

英
　
聖
嘩
先
生
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登
記
関
係
手
数
料
は

「
登
記
印
紙
」
で
納
め
て
下
さ
い

7月1日から

詔
和
六
十
年
七
月
一
日
か
ら
登
記
所
の
経

理
が
特
別
会
計
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
不
動
産
登
記
簿

や
商
業
・
法
人
登
記
簿
な
ど
の
謄
抄
本
交
付

閲
覧
、
証
明
及
び
抵
当
証
券
交
付
な
ど
の
申

請
に
要
す
る
手
数
料
並
び
に
確
定
日
付
手
数

料
は
、
七
月
一
日
か
ら
従
来
の
よ
う
に
「
収

入
印
紙
」
で
は
な
く
、
「
登
記
印
紙
」
に
よ

っ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
登
記
印
紙
は
百
円
、
二
百
円
、
四
百

≡
．
．
．
1
1
三
≡
．
．
1
ｔ
．
≡
≡
－
一
ｌ
‘
ヽ
．
三
≡
．
．
ヽ
′
ヽ
こ
≡
1
．
．
－
ヽ
′
ｌ
ｌ
Ｉ
．
三
．
・
・
、
．
Ｉ
ｊ
．
1

円
、
千
円
、
五
千
円
の
五
種
類
で
、
七
月
一

日
か
ら
全
国
の
郵
便
局
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
登
記
印
紙
は
、
登
記
簿
の
謄

抄
本
な
ど
の
手
数
料
を
納
付
す
る
場
合
だ
け

に
使
用
す
る
も
の
で
あ
の
∴
売
買
や
相
続
な

ど
に
よ
る
所
有
権
移
転
、
抵
当
権
設
定
、
会

社
の
設
立
、
取
締
役
な
ど
の
変
更
な
ど
の
登

記
の
申
請
の
際
納
付
す
る
登
録
免
許
税
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
収
入
印
紙
で
納
付
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ｌ
・
・
ｔ
三
三
芋
．
ヽ
′
ｔ
．
三
≡
．
，
－
ノ
ヽ
三
≡
．
．
～
三
≡
．
．
ヽ
′
ヽ
．
≡
1
．
．
・
～
三
－
≡
．
～
．
．′

妻扇缶　㊤

うの　かずたか

宇野　一貴　くん

昭和59年6月30日生

（芸文）さんの次男

ポクは3人きょうだいの末っ

子なので甘えん坊です。おでこ
の髪が少々さびしいですが、家

中で一番のヤングです0期待、
注文山程ですがただ1つ健康で0

（猪熊和田1066の6）

☆
手
数
料
が
改
定
さ
れ
ま
す

登
記
簿
の
謄
抄
本
、
閲
覧
、
証
明
の
手
数

料
は
、
七
月
一
日
か
ら
改
定
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
…
：

○
謄
・
抄
本
＝
一
遇
　
四
百
円

○
閲
　
覧
”
一
筆
　
二
百
円

○
証
　
明
＝
一
件
　
二
百
円

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
募
集

あ
な
た
の
お
子
さ
ん
（
満
一
歳
に
な
る
前

の
子
供
）
を
広
報
に
掲
載
し
ま
す
。

こ
希
望
の
万
は
、
ハ
ガ
牛
に
　
①
お
子
さ

ん
の
名
前
と
生
年
月
日
㊥
両
親
の
名
前

④
住
所
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、
役
場
総

務
課
庶
務
係
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
誕
生
日
が
早
い
子
供
さ
ん
か
ら
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
待
ち
頂
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
こ
了
承
く
だ
さ
い
。

三塁慧ェ王
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
。

他
人
に
話
せ
ず
一
人
で
く
よ
く
よ
悩
ん
だ
り

法
律
や
人
種
間
壇
で
困
っ
て
い
る
方
は
、
こ

の
相
談
を
気
軽
に
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
7
月
3
日
、
7
月
8
日

7
月
ュ
6
日
、
7
月
乃
日

〇
時
間
　
い
ず
れ
も
ュ
3
時
～
1
6
時

▽
場
所
町
民
会
館
日
本
間

▽
主
催
町
社
会
福
祉
協
議
会

愛
の
贈
物

香
典
返
し
と
し
て
次
の
万
か
ら
社
会
福
祉

協
議
会
に
、
こ
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

▽
猪
熊
　
　
故
・
松
永
弘
殿

松
永
ヨ
シ
殿

▽
猪
熊
町
住
　
故
・
田
中
秋
宝
殿

田
中
義
貞
殿

▽
二
　
　
　
故
・
右
田
季
夫
殿

右
田
貞
子
殿

▽
み
ず
ほ
団
地
　
故
・
永
島
澄
子
殿

永
島
英
敏
殿

▽
お
か
の
台
　
故
・
興
枢
元
助
殿

興
相
袈
裟
行
殿

照
・
弘
田

いわさき

岩崎めぐみ　ちゃん
昭和59年7月14日生

（憲実等）さんの長女

時にはやんちゃも言います
が、いつもニコニコ、お父さん

に似て愛購だけは誰にも負けな
いよ。体は小さめですが元気一

漂お外の大好きな女の子で（梅ノ木団地16棟）

編んで着る楽しさを

あなたも－

昨
年
秋
の
公
民
館
講
座
で
好
評
で
、
し
か

も
受
講
希
望
者
が
多
数
あ
り
ま
し
た
手
編
み

教
室
を
今
年
も
開
設
い
た
し
ま
す
。

家
族
や
知
人
の
セ
ー
タ
ー
な
ど
を
編
ん
で

あ
げ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

▽
開
設
期
間
7
月
ュ
1
日
か
ら
毎
週
木
曜
日

ュ
5
回
の
講
座
を
行
い
ま
す
。

▽
会
場
　
水
巻
町
民
会
館
「
松
竹
の
闇
」

▽
講
師
　
日
本
編
物
文
化
協
会
手
編
指
導
員

小
水
吉
美
千
代
先
生

▽
受
講
料
無
料
（
た
だ
し
、
教
材
費
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
）

▽
申
込
み
方
法
　
7
月
6
日
正
午
ま
で
に
教

育
委
員
会
に
申
込
ん
で
下
さ
い
。
電
話

で
の
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

県民大学講座を開設します

8月10日－9月28日　5コース

県
政
に
関
す
る
情
報
を
広
く
県
民
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
県
民
大
学

講
座
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

▽
実
施
場
所

○
福
岡
会
場
　
県
庁
三
階
講
堂

○
北
九
州
会
場
北
九
州
市
立
商
工
貿
易

会
館
（
小
倉
北
区
古
船
場
町
）

▽
募
集
期
間

7
月
2
0
日
ま
で
申
込
み
下
さ
い
。
た
だ

し
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

▽
申
込
み
先

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
聾
㌢
電
話
番

号
、
希
望
会
場
、
希
望
帯
座
を
福
岡
県
総

務
部
広
報
室
ま
で
、
電
話
で
も
受
付
け
ま

す
。
（
⑪
〇
九
二
1
六
至
上
二
一
）
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保
碓
　
衛
当
だ
渡
り
　
闘
し
㌶
健
康
対
策
係

成
人
病
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
／

町
内
の
医
療
機
関
で
も
受
診
で
き
ま
す

母
子
手
帳
の
交
付

▽
日
時
及
び
場
所

7
月
1
日
　
役
場
一
〇
三
会
議
室

7
月
⊥
5
日
　
役
場
一
〇
一
会
議
室

・
時
間
　
両
日
共
に
午
前
⊥
0
時

▽
内
容
母
子
保
健
制
度
の
説
明
、
母
子
手

帳
の
使
い
方
、
検
診
結
果
の
説
明
、

個
人
相
談
を
受
け
ま
す
。

▽
注
意
事
項

①
保
健
所
で
の
妊
婦
検
診
終
了
後
、
1
0
日

以
上
経
っ
て
い
る
こ
と
。

⑧
印
鑑
を
持
参
の
こ
と
。

⑨
で
き
る
だ
け
本
人
が
お
い
で
下
さ
い
。

母
　
親
　
学
　
級

▽
日
時
　
7
月
1
日
　
第
1
謀

7
月
8
日
　
第
2
課

7
月
ュ
5
日
　
第
3
課

・
受
付
　
い
ず
れ
も
⊥
3
時
～
1
3
時
3
0
分

胴…Ⅲ…Ｉ

▽
場
所
第
1
課

第
2
課

首
場
一
〇
一
会
議
室

第
3
課
　
農
業
団
地
セ
ン
タ
ー

▽
対
　
象
　
初
産
婦

▽
持
参
晶
母
子
手
帳
′

※
詳
し
い
内
容
は
、
母
子
手
帳
交
付
の
と

き
に
説
明
い
た
し
ま
す
。

四
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
7
月
5
日
（
金
）

・
受
付
　
ュ
3
時
か
ら
⊥
3
時
3
0
分
ま
で

▽
場
所
役
場
一
〇
一
会
議
室

※
四
カ
月
児
（
6
0
年
2
月
8
日
か
ら
6
0
年

3
月
7
日
生
）
の
乳
児
に
対
し
て
ハ
ガ
キ
で

個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ガ
車
の
届
い

た
人
は
、
そ
れ
に
記
入
の
う
え
母
子
手
帳
、

バ
ス
タ
オ
ル
、
本
人
の
気
に
入
っ
た
お
も
ち

ゃ
を
一
つ
持
参
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
転
入
等
で
ハ
ガ
幸
が
届
い
て
な
い

万
は
、
健
読
対
策
係
へ
連
絡
し
、
当
日
お
い

で
く
だ
さ
い
。

※
希
望
者
に
は
、
小
児
ガ
ン
の
検
査
セ
ッ

ト
を
お
渡
し
し
ま
す
。

三
歳
児
健
康
診
査

あ
な
た
の
子
供
さ
ん
の
最
近
の
発
育
ぶ
り

は
い
か
が
で
す
か
？

三
歳
の
こ
の
時
期
は
、
心
も
体
も
一
段
と

ひ
ろ
が
り
の
み
ら
れ
る
大
切
な
と
き
で
す
。

こ
の
機
会
に
是
非
健
診
を
受
け
て
下
さ
い
。

▽
対
象
児
今
年
度
よ
り
三
回
に
わ
け
て
実

施
し
ま
す
二
回
目
の
対
象
は
、
昭
和

5
6
年
6
月
1
日
か
ら
5
6
年
⊥
1
月
3
0
日
ま

（

で
に
生
ま
れ
た
子
供
さ
ん
。
以
上
の
方

に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
お
送
り
し

ま
す
。
そ
れ
に
記
入
の
上
、
当
日
母
子

手
帳
と
一
緒
に
持
参
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
転
入
等
で
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

が
も
れ
た
万
は
、
役
場
健
康
対
帯
係
へ

お
貫
く
だ
さ
い
。

▽
健
診
日
時
　
7
月
⊥
2
日
（
金
）

・
受
付
＝
ュ
3
時
2
0
分
～
1
4
時

▽
健
診
場
所
役
場
一
〇
一
会
議
室

▽
健
診
内
容
身
体
計
測
、
内
科
、
外
科
、

耳
鼻
科
、
眼
科
、
歯
科
の
健
診
、
育
児

相
談
及
び
指
導

健
康
相
談
を
開
催

▽
日
時
及
び
場
所

☆
7
月
3
日
　
机
山
荘
（
老
人
憩
の
家
）

☆
7
月
5
日
　
役
場
健
康
相
談
室

☆
7
月
⊥
0
日
　
机
公
民
館

☆
7
月
2
9
日
　
み
ず
ほ
団
地
公
民
館

・
時
間
　
い
ず
れ
も
ュ
0
時
～
ュ
1
時

▽
内
容
検
尿
、
血
圧
測
定
、
生
活
指
導
、

希
望
者
に
は
塩
分
テ
ン
ト
を
行
い
ま
す

の
で
、
朝
作
っ
た
豪
そ
汁
■
を
少
々

持
参
く
だ
さ
い
。

※
7
月
2
5
日
み
ず
ほ
団
地
公
民
館
で
の
健
康

相
談
は
、
都
合
に
よ
り
7
月
2
9
日
に
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

※
検
診
を
受
け
た
結
果
表
及
び
健
康
手
帳
を

お
持
ち
の
方
は
、
持
参
く
だ
さ
い
。

「
健
康
」
…
…
そ
れ
は
家
族
み
ん
な
の
幸

せ
で
す
。
み
な
さ
ん
1
日
分
の
健
康
は

自
分
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ま
す
か
？

町
で
は
、
今
年
も
地
区
別
検
診
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
万
は
、

電
話
で
も
よ
ろ
し
い
の
で
健
康
対
策
係
に
由

込
み
く
だ
さ
い
。
百
名
で
締
切
り
ま
す
。

▽
実
施
日
程

・
日
時
　
7
月
2
7
日
（
土
）

受
付
午
前
8
時
3
0
分
～
午
前
ｎ
時

・
場
所
　
古
賀
公
民
館

▽
検
診
内
容

【
一
次
検
診
】
検
尿
、
血
圧
測
定
、
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
　
【
精
密
検
診
】
血
液
検
査

（
貧
血
、
血
糖
、
肝
機
能
、
血
液
型
、
総

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
）
、
心
電

図
検
査
、
肺
ガ
ン
検
査
（
希
望
者
の
み
）

▽
料
金

二
次
検
診
　
無
料

・
精
密
検
診
　
五
百
円
（
但
し
、
七
〇
歳

以
上
の
万
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
は

無
料
で
す
）

←あ雷雲票霊匪？
県及び‡富岡県著穫協会では、家庭にある未就業保健婦、助産婦、

後護婦、走を護婦さんを対象に再教育のため講習会を行います。受
講されたい方は、遠賀保健所へお申し込み下さい。

なお、就業相談に応じていますので受講しない方でも有資格の方
は、是非登録されるようおすすめします。

レ講習会場　北九州市立小倉病院（小倉北区馬借2丁目1～1）
レ講習期間　8月19日一一8月23日
レ申込期限　8月9日まで
※詳細については、遠貿保健所（ｔＩ201－4161）又は、役場健

康対策1系へお問い合わせください。

空地の草刈りをしましょう．（／
′・　ｌｔｌ

空地などに繁った雑草は、蚊や蝿の発生源となるだけでなく
シンナー遊びや不良少年のたまり甥となり、火災も発生してお
ります。また、見通しが悪くなり交通事故にもつながります。

そこで水巻町地区衛生推進協譲合では、年間を通じて雑草刈
りの推進など環境浄化に努めておりますが、特に雑草が繁殖す
る七月を雑草刈り推進月間と定め、町内から雑草を一掃する運
動を進めます。土地所有者や管理者のみなさんは、周りに迷惑
をかけないよう雑草刈りを行いましょう。

なお、役場では草刈機の無料編出しを行っておりますので、
ご希望の方は役場環境衛生係にご連結ください。
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7月のし尿収集予定日

1日　頃末（1、2、3、4、7、10区）、猪熊
6区

2日　頃末（1、7、8、16区）、林住宅、吉田

三（垣添町住）、猪熊2区

3日　頃末（22、23区）、吉田二6区、吉田三5区、

猪熊10区
4日　吉田二（1、2区）、吉田三（2、5区）、

頃末（22、24区）、猪熊3区

5日　苫田三（1、2、3、5、6、11区）、猪

熊（2、4、5区）、月2回まわり（太洋社、
環境整備センター）

6日　吉田三（緑風園）、頃末（15、25区）、新

生街（山ノロ団地）、猪熊（2、3、10区）

8日　頃末（5、17、18、19、20、21区、松栄荘）

9日　頃末（9、10、12、18、20、21区、松栄荘、

みずまき苑）、下二、伊左座、立屋敷、芙吉野
10日　吉田一（4、5、6、7、8、9区、吉田

工場団地）、二、下二、頃宋6区、美吉野、

吉田二（1、8区、川端通り、本村）
11日　吉田二（3、4、5、6、13、14、15・16

区）、頃末（11、14区）、美吉野

12日　吉田二（3、4、5、6、8、9区、イワ

ゼ町庄）、苫田一3区（月夜待）、机社宅、

立屋敷、古賀、新生街

13日　下二町住、二町任、吉田一（商店街）・吉
田三（車返し）、古賀、机

15日　吉田団地（37－43、46－52棟）、二町住、
古賀、机

16日　苫田団地（19－22、27－36、44・45、53－

57、86、94－101棟）、樋口（卯月、中井樋口）
17日　吉田団地（1－6、8～10、12、16－18、23－

26、60～65、83～85、102－104、109－113棟）

樋口

18日　吉田団地（7、11－15、鵬～73、75－82、
87～93、105、108棟）、猪熊

19日　吉田団地分譲、下二（1、2、3区）、月

2回まわり（太洋社）、猪熊

20日　二（1、2区、野間町住）、吉田二（本村）、

猪熊町住、月2回まわり（環境整備センタ
ー）

22日　二、伊左座、古賀県住

23日　二（1、2区）、伊左座（3、5区）、下二

（4、10区、双葉荘）

24日　下二（5、6、7区）、猪熊、樋口
25日　みずほ団地、樋口（赤水、川端通り）

26日　みずほ団地

29日　樋口、猪熊

－お　黒　い－

汲取口の近くには、犬をつながないで下さい・

犬が噛みつく事故がおこっています・

結
核
予
防
の
た
め
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
及
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
の
で
、
お
受
け
下
さ
い
。

▽
対
象
児
生
後
3
ケ
月
か
ら
4
歳
ま
で

の
乳
幼
児
で
、
ま
だ
一
度
も
受
け
た
こ

と
の
な
い
子
供
。

▽
実
施
日
程

○
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

7
月
1
6
日
（
火
）

1
3
時
5
0
分
～
ュ
4
時
3
0
分

○
判
定
及
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

7
月
ュ
8
日
（
木
）

判
定
　
1
3
時
3
0
分
～
1
4
時
3
0
分

▽
実
施
場
所

水
巻
町
役
場
一
〇
一
会
議
室

▽
注
意
事
項

・
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
の
と
き
は
、

問
診
票
は
い
り
ま
せ
ん
。
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
問

診
票
は
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
接
種
時
に

さ
し
あ
げ
ま
す
。

・
母
子
手
帳
を
必
ず
持
参
し
て
下
さ
い
。

▽
次
の
よ
う
な
症
状
の
あ
る
子
供

さ
ん
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

・
熱
の
あ
る
子
供

・
は
し
か
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
水
ほ
う
そ

う
な
ど
に
か
か
っ
て
一
カ
月
以
上
経
過

し
て
な
い
孟
供

・
け
い
れ
ん
（
ひ
き
つ
け
）
を
お
こ
し
て

一
年
以
上
経
過
し
て
な
い
子
供

・
ま
ん
延
性
の
皮
膚
疾
患
に
か
か
っ
て
い

る
孟
快

・
そ
の
他
、
心
配
な
点
は
か
か
り
つ
け
の

お
医
者
さ
ん
に
相
談
の
う
え
受
け
て
下

さ
い
。

7月の健康ごよみ

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
行
い
ま
す

詔返置隼竃篭渓阜 Ｙや讃Ｖ′．‡、“三、愁 富 澤 誓

義途
競′澤－

月
母子手帳の交付 10：00～ 役場 103会議室

め
母親学級 13：00～13：30 役場 101会議室

リ‾1か．き　Ｖ

ミ；、′；遜、ｉ′：こ・；牽．安治専
水 健康相談 10：00－11：00 机山荘

木 肥満教室 9：00～　9：30 農業団地センター

．、蛮 金
健康相談 10：00～11 ：00 役場健康相談室

4 ヵ月児健康相談 13 ：00～13 ：30 役場 101会議室

欄
月 母親学級 13：00～13 ：30 役場 101会議室

瀬 水 健康相談 10：00～ 机公民館

獲一等…・；

．デ

木 肥満教室 13：00～13：30 役場 101会議室

瀬 金 3 歳児健診 13：20～14：00 役場 101会議室

月
母子手帳の交付 10：00～ 役場 101会議室

母親学級 13：00～13：30 農業団地センター

、海、・′！火 ツベルクリン反応 13：50～14：30 役場 101会議室

機 ｉ木 ＢＣＧ接種 14 ：00～14 ：50 役場 101会議室

瀬 ．董；金 療育訓練 13：00～・17 ：00 遠賀保健所予約者のみ

塞 ；木 肥満教室 9：00～　9：30 農業団地センター

土 成人病 ・肺ガン検診 8：30～11：00 古賀公民館

月 健康相談 10：00～11：00 みずほ団地公民館



水
巻
昔
ば
な
し
ｊ

石
　
炭
　
物
　
語
　
蔚

女
坑
夫
の
一
生
　
㈹

夜
中
に
キ
ヨ
は
、
母
親
か
ら
起
こ
さ
れ
た
。
今
か
ら
親

子
三
人
で
山
を
く
だ
る
と
い
う
。
す
で
に
土
間
で
は
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
握
り
飯
を
い
く
つ
も
つ
く
っ
て
竹
の
皮
に

包
ん
で
い
た
。
キ
ヨ
は
握
り
飯
の
入
っ
た
風
呂
敷
を
背
中

ｌ

こ

な

　

　

　

　

　

　

　

　

わ

ら

じ

へ
荷
い
、
腰
に
二
足
目
の
草
鞋
を
結
び
つ
け
ら
れ
、
月
あ

か
り
を
頼
り
に
目
を
こ
す
り
な
が
ら
ヤ
工
に
手
を
ひ
か
れ

て
、
雪
ど
け
水
と
と
も
に
故
郷
の
山
を
く
だ
っ
て
い
っ

た
。又

道
に
し
て
み
れ
ば
、
夜
の
明
け
な
い
う
ち
に
三
次
町

を
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
こ
に
又

道
の
知
人
が
大
勢
い
る
う
え
、
巡
査
駐
在
所
も
あ
っ
て
発

見
さ
れ
る
と
連
れ
戻
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
で
、
そ

の
た
め
親
子
は
休
む
間
も
な
く
、
山
を
越
え
谷
を
渡
っ
て

道
を
急
い
だ
。
途
中
、
あ
る
と
き
は
山
鳥
に
驚
か
さ
れ
、
あ

る
と
き
は
谷
間
の
水
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
、
よ
う
や
く
三
次

盆
地
へ
た
ど
り
つ
い
た
と
き
は
、
す
で
に
東
の
空
が
明
る

く
な
っ
て
い
た
。
幸
い
こ
こ
は
霧
の
多
い
と
こ
ろ
、
朝
も

や
の
な
か
を
互
い
に
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
町
の
家
並
み
を

通
り
過
ぎ
た
こ
ろ
は
、
互
い
に
疲
れ
て
口
の
き
け
な
い
あ

り
さ
ま
、
ま
も
な
く
町
は
ず
れ
の
小
高
い
辻
堂
に
た
ど
り

つ
い
た
の
で
、
そ
こ
で
休
む
こ
と
に
し
た
。

こ
の
と
き
キ
ヨ
は
よ
ほ
ど
疲
れ
て
い
た
と
み
え
て
、
握

り
飯
を
食
べ
お
わ
っ
た
あ
と
父
親
の
差
し
出
す
竹
筒
の
水

を
飲
む
こ
ろ
は
、
す
で
に
な
か
は
夢
の
な
か
、
し
か
し
又

道
と
ヤ
エ
は
、
こ
れ
か
ら
先
き
を
思
う
と
寝
る
ど
こ
ろ
で

な
か
っ
た
。
三
次
か
ら
広
島
ま
で
は
十
八
里
（
約
七
〇
キ

ロ
）
の
道
の
り
、
た
と
え
村
人
に
発
見
さ
れ
ず
に
着
い
た

と
し
て
も
、
果
た
し
て
遠
縁
に
あ
た
る
善
平
が
三
人
の
面

倒
を
み
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
職
を
さ
が
す
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
不
安
は
さ
ら
に
不
安
を
か
き
た

て
て
心
配
の
う
ち
に
、
ひ
た
す
ら
日
の
暮
れ
る
の
を
待
っ

た
。こ

う
し
て
日
中
の
人
通
り
の
多
い
と
き
を
さ
け
て
、
野

宿
を
し
な
が
ら
広
島
に
つ
い
た
の
は
、
三
日
後
の
昼
さ
が

り
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
広
島
は
初
め
て
の
と
こ
ろ
、
尋

ね
あ
ぐ
ん
で
善
平
の
家
に
着
い
た
の
は
、
す
で
に
夕
暮
れ

近
く
だ
っ
た
。
み
た
と
こ
ろ
善
平
夫
婦
は
裕
福
そ
う
に
な

か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
又
造
親
子
を
心
よ
く
迎
え
て
く
れ

た
。
し
か
し
善
平
の
話
に
よ
れ
ば
、
広
島
も
不
景
気
で
職

が
な
い
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
二
、
三
日
し
て
善
平
が
耳
よ
り
な
話
を
持
っ

て
き
た
。
な
ん
で
も
、
九
州
の
筑
豊
地
方
で
炭
坑
の
坑
夫

を
募
集
し
て
い
る
と
の
こ
と
、
し
か
も
旅
費
を
支
給
し
て

住
む
家
ま
で
あ
る
と
い
う
。
早
速
、
又
造
は
駅
前
の
案
内

所
へ
行
っ
て
み
た
。
な
る
ほ
ど
善
平
の
い
っ
た
通
り
で
、

ふ
と
ん
　
な
べ
か
ま

そ
の
う
え
蒲
団
、
鍋
釜
の
類
ま
で
貸
し
与
え
る
と
い
う
。

又
道
は
、
な
ん
の
た
め
ら
い
も
な
く
応
募
す
る
こ
と
に
し

た
。二

日
後
、
又
造
親
子
は
善
平
の
家
に
別
れ
を
告
げ
て
、
駅

前
に
集
ま
っ
た
十
数
人
の
応
募
者
に
合
流
し
た
。
ま
も
な

く
引
率
者
か
ら
簡
単
な
説
明
が
あ
っ
て
、
ひ
と
り
一
人
に

汽
車
の
切
符
が
渡
さ
れ
た
。
こ
こ
で
キ
ヨ
は
初
め
て
汽
車

を
み
た
。
そ
の
大
き
い
の
に
驚
く
と
と
も
に
、
こ
れ
が
馬

よ
り
早
く
走
る
と
思
う
と
、
胸
が
ワ
ク
ワ
ク
し
た
。
キ
ヨ

た
ち
の
汽
車
が
走
り
出
す
と
窓
の
向
こ
う
に
海
が
見
え
て

き
た
。
初
め
て
み
る
海
は
青
々
と
し
て
広
く
、
し
か
も
島

も
船
も
窓
に
写
っ
た
か
と
思
う
と
す
ぐ
消
え
て
行
く
、
キ

ヨ
は
こ
れ
が
珍
し
く
て
な
ら
な
か
っ
た
。

汽
車
は
一
晩
か
か
っ
て
下
関
へ
つ
い
た
。
こ
こ
で
さ
ら

に
キ
ヨ
が
驚
い
た
の
は
、
と
て
つ
も
な
い
大
き
な
船
が
何

隻
も
い
た
こ
と
で
、
引
率
者
の
話
で
は
今
か
ら
行
く
炭
坑

は
、
汽
車
や
汽
船
を
動
か
す
石
炭
を
掘
る
と
こ
ろ
と
い
う
。

又
造
は
門
司
へ
渡
る
連
絡
船
の
な
か
で
焚
い
て
い
る
石
炭

を
み
て
、
こ
れ
な
ら
ば
木
炭
よ
り
硬
く
て
火
力
が
あ
る
の

で
、
汽
車
や
汽
船
は
動
か
せ
る
と
思
っ
た
。

門
司
に
つ
き
再
び
汽
車
に
乗
っ
て
、
一
時
間
ほ
ど
で
八

幡
駅
に
つ
い
た
（
小
倉
－
黒
崎
間
の
現
在
線
は
明
治
三
十

五
年
十
二
月
開
通
、
そ
れ
ま
で
は
大
蔵
線
で
あ
っ
た
）
。

こ
こ
で
引
率
者
は
窓
越
し
に
み
え
る
煉
瓦
造
り
の
円
筒
や

ぐ
ら
を
指
し
て
、
こ
れ
が
今
度
で
き
た
東
洋
一
の
鉄
を
つ

く
る
釜
（
溶
鉱
炉
）
で
あ
る
と
い
う
（
八
幡
製
鉄
所
の
操

業
開
始
は
明
治
三
十
四
年
十
一
月
十
八
日
）
。
こ
ん
ど
は

又
道
が
驚
い
た
。
今
ま
で
鉄
を
つ
く
る
に
は
、
長
持
ち
を

二
つ
重
ね
た
く
ら
い
の
タ
タ
ラ
炉
で
あ
っ
た
の
が
、
こ
ん

な
大
き
な
炉
で
あ
る
と
は
、
し
か
も
燃
料
が
木
炭
で
な
く

て
石
炭
で
あ
る
と
い
う
。

『
こ
り
ゃ
広
島
と
は
世
の
中
が
だ
い
ぶ
ん
違
う
わ
い
、

早
よ
う
炭
焼
き
に
見
切
り
を
つ
け
て
よ
か
っ
た
…
…
』

汽
車
は
ま
も
な
く
折
尾
駅
に
つ
き
一
行
は
下
車
し
た
。

駅
前
の
川
（
掘
川
）
に
は
石
炭
を
積
ん
だ
川
船
が
何
隻
も

一
列
に
な
っ
て
通
り
過
ぎ
て
行
く
。
や
が
て
又
造
ら
の
一

行
は
、
川
に
沿
っ
た
道
を
川
船
と
反
対
方
向
へ
歩
き
出
し

た
。

（
つ
づ
く
）

（
文
）
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